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１　事業概要 ５　事業説明
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　露地野菜の契約取引の拡大を図るため、県が低コスト
な栽培体系等の技術実証を実施するとともに研修会等を
開催する。また契約取引に取り組む産地における生産拡
大のための機械・施設の整備や流通の効率化に資する機
器・設備の整備を支援する。

ア　元気な野菜産地づくり支援事業　 △290千円
ウ　契約取引等流通体制支援事業　　 △475千円

（１）事業内容
　　ア　元気な産地づくり支援事業　　　　　　　　　　　　 3,400千円
　　 (ｱ)生産安定・低コスト化技術等の実証・研究
    （ｲ）研修会等の開催
　　イ　契約取引等生産拡大支援事業　　　　　　　　　　　30,000千円
　　（ｱ）収穫・調製機械、スマート機械導入支援
    （ｲ）栽培省力機械化一貫体系導入支援
　　ウ　契約取引等流通体制支援事業　　　　　　　　　　　 6,000千円
　　（ｱ）流通、出荷効率化機器導入支援

（２）事業計画
　　ア　元気な産地づくり支援事業
　　　　契約取引にあわせた県機関による低コストな栽培体系等の実証・研究や研修会等の開催
　　イ　契約取引等生産拡大支援事業
　　　　契約取引拡大に向けた生産拡大に資する機械・施設の整備支援
　　ウ　契約取引等流通体制支援事業
　　　　契約取引拡大に向けた流通の効率化等に資する機器・設備の整備支援
　
（３）事業効果
　　事業実施により、以下の目的を実現する。
　　ア　市場価格の影響を受けにくい契約型野菜産地の増加
　　イ　他品目・他産地への波及効果も含めた県全体の契約取引の生産面積の拡大
　　　【活動指標（アウトプット）】栽培体系の調査研究・実証成果　9課題
　　　　　　　　　　　　　　　　　生産機械・施設の導入12件、流通機器・設備等の導入 3件
　　　【成果指標（アウトカム）】契約型野菜産地育成数　6産地/年　県全体での契約取引生産面積の拡大　20ha/年

（４）補正予算の概要
　　　執行節減による事務経費の減額

２　事業主体及び負担区分
ア　（県10/10）
イ　（県1/2）市0・事業主体1/2
ウ　（県1/2）市0・事業主体1/2

３　地方財政措置の状況
なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×1.0人＝9,500千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
補正後の
予算額

決定額 △765

現計額 39,400 39,400

― 農林部 28 ―

儲かる農林業の推進

△765 38,635

強みを生かした収益力のある農業の確立



 

事業名

単位事業名 予算額 △ 290千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 補正予算額 対前年度増減額

一般財源 △290 ―

合計 △290 ―

　
○歳出 （単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

旅費 △46 ― 執行節減による事務経費の減

需用費 △221 ― 執行節減による事務経費の減

役務費 △23 ― 執行節減による事務経費の減

合計 △290 ―

単位事業名 予算額 △ 475千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 補正予算額 対前年度増減額

一般財源 △475 ―

　

主な内容

事業内訳書

元気な野菜産地づくり支援事業

元気な野菜産地づくり支援事業

主な内容

主な内容

契約取引等流通体制支援事業



 

 

単位事業名 予算額 △ 475千円

　
 （単位：千円）

款・節 補正予算額 対前年度増減額

合計 △475 ―

　
○歳出 （単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

負担金、補助及び交付金 △475 ― 補助要望額が見込みを下回ったことによる減

合計 △475 ―

契約取引等流通体制支援事業

主な内容

主な内容


